
佐治町地域での買い物対策について
（コンビニ運営会社との協議）【佐治町総合支所】

事項 経過、内容等

１．経過 ・令和4年10 末にトスク佐治店が閉店。また、令和5年3 には、同年8月にはトスク全店が閉店す
るとの情報を受けた。
・佐治地域振興会議でも、トスク佐治店撤退の影響を懸念する意 があり、買い物対策について話し
合われていた。
・そのような中、過疎地域でのビジネスモデルを模索されている、コンビニ運営会社から、協議・情報交
換の場の提供を依頼され、対応を っている。

２．対応、協議状
況

（１）第1回協議 令和5年3月20日（月）オンライン会議
（参加者 コンビニ運営会社、地域振興課、佐治町総合 所）
・地域の現状・課題の確認、コンビニ運営会社の事業内容の説明

（２）第2回会議等 令和5年4月20 （ ） 21 （ ）
・現地調査（公共施設確認、地域住 のニーズ調査等）
（参加者 コンビニ運営会社、地域振興課、佐治町総合 所）

（３）第3回協議 令和5年5月10日（水）オンライン会議
・課題の確認（収益試算、配送の採算）
（参加者 コンビニ運営会社、地域振興課、経済・雇 戦略課、佐治町総合 所）

（４）第4回会議等 令和5年6月2 （ ）
・フランチャイズシステムの説明
・個別訪問調査 5件（地域住 のニーズ調査等）

（参加者 コンビニ運営会社、さじ未来、かみんぐさじ、佐治町総合支所）
（５）第5回協議 令和5年7月21 （ ）予定

・予算要求のための必要経費等の洗い出し
（参加者 コンビニ運営会社、地域振興課、佐治町総合 所）



事項 経過、内容等

３．課題、問題点 〇調査、協議から、佐治町での事業展開に係る課題点を整理
（１）運営のための担い手確保
（２）野菜直売所の併設等、相乗効果を 込める体制の構築
（３）施設改修の可否、改修資 ・加盟 の財源確保
（４）日販で27万の売り上げがあれば、赤字を出さずに運営が可能だが、下回る場合は運営を支援

するため運営協  として補填が必要
（５）現状の配送ルートに佐治を追加することが困難。配送員の拘束時間に問題がある。

配送ルートや配送回数の 直し、荷物を河原で引き継ぎ配送可能か研究中
配送に協  が必要になる可能性あり
雪害時の配送不安

４．今後の対応 〇検討期限を設けて前向きに検討したい。（コンビニ運営会社）
○かみんぐ百彩の復活。
〇来年度予算要求に向けて必要となる経費を洗い出す。
○当初の店舗運営に、国の補助 等が利 できないか研究。（佐治町総合 所）
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